























































































































































































男子 67（22） 355 422





S26 181 241 431
S31 197 295 492
S36 138 227 366
S41 110 162 279
S46 88 184 273
S51 ll6 200 316
S56 110 144 251
S61 83 202 285
HO3 76 182 259
HO8 80 95 175
　【表3】は「小ざくら』と『おたよ
り』に出現した「お」を尊敬語と美
化語とに分類したものである。美化
語の使用について顕著な男女差は見
られないものの、尊敬語では女子の
335語に対し男子の67語と、圧倒的
に女子の尊敬語使用が目立っている。
　それでは、戦前の尊敬語使用の実態
はどのようなものであったのだろうか。
まず、以下に『おたより』中に出現し
た尊敬語的用法を全て示しておく7）。
『おたより』に現れた尊敬語的用法の「お」
〈皇室に対する使用〉
　御池・お池、御馬、御刀、御着物、御車寄、御式、御品、御印、御硯箱、
　御建物、御たんす、お力、御茶屋、御机、御造り、御二階建、御庭、お墓、
　御始め、御話、御二柱、御水屋、御導き、御召物、御休所、御あと、御思
　召、御趣、御事、御三十歳、御品々、御為、御徳、御年・御齢、御共、御
　野立所、御身、御もやう、御愛讃、御愛用、御遺物、御苑、御製、御遺蹟、
　御英姿、御外出、御下賜、御下問、御居室、御苦心、御軍刀、御軍服、御
　鉄席、御在世、御事蹟、御質素、御社殿、御所、御書物、御寝室、御盛典、
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御聖徳、御先着、御造螢、御調度、御等身大、御身分、御無念、御紋章、
御用掛、御養獄（所）、御禮服、大御心、御世
お痛はしい、おたのしい、お凛々しい、御自ら、御一緒
〈皇室以外に対する使用〉
　お居間、お顔、お玄關、お聲、お住居、お姿、お世話、御難屋、御手紙、
　お庭、おはなし、お部屋、お骨折、御禮、御棚、御遺物、御挨拶、御案内、
　御一緒、御引率、御苦勢、御厚意、御厚志、御厚情、御講和、御説明、御
　都合、御病気、御本殿、御冥福、御養生、御門、御露
　おかわいそう、お苦しい、お元氣、おさびしい、お小さい、おやさしい、
　およろしい、おわるい
（6）明治天皇の御愛用の御塑L、御愛讃の御書物、廣島の大本螢で御使
　　用あそばされた御たんす、其の他尊い御遺物の敷々を拝観いたしま
　　した。（中期1年）s）
（7）先づお玄關、次に鷹接問、（乃木）大將のお居間、御じゆん死遊ば
　　されたお部屋、婦人のお居間など……。（前期4年）
（8）淳子さんが、急な御病氣でおなくなりになつたといふのです。…
　　「ごきげんよう。」　とにこにこしたお顔をお見せになりさうな氣が
　　してなりませんでしたけれど、……やつばりおいでにはなりません
　　でした。……どんなにおさびしかつたでせう。どんなにお苦しかつ
　　たでせう。（前期4年）
　皇室に対する表現が多く見られるのは、使用している作文資料が学習
院のものであることと、更に重要な要因として、戦前の規範としての敬
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語は、皇室崇敬を中心とするもので、上下の分を言語的に示すためのも
のであったということである。【表3】の尊敬語において、男子では22
語（32．8％）が、女子では148語（44．2％）が皇室に対しての敬語使用
である。
　下記に示した表は、『小ざくら』『おたより』に見られた尊敬語と謙
譲語をまとめたものである。（『おたより』の尊敬語全体のうち、皇室
に対する使用は68語（13．5％）、謙譲語ではll4語（32．3％）となって
いる。）
表5　『小ざくら』の尊敬語
お…になる 55
お…なさる 2
お…くださる 2
お…だ（です） 0
お…あそばす 5
…なさる 2
…あそばす 2
…ていらっしゃる 48
…てくださる 44
…（ら）れる 13
合　計 173
表7　『小ざくら』の謙譲語
お…申し上げる 6
お…申す 0
お…する 34
お…いただく 0
お…いたす 1
…ていただく 33
合　計 74
表6　『おたより』の尊敬語
お…になる 116
お…なさる 2
お…くださる 72
お…だ（です） 0
お…あそばす 42
…なさる 9
…あそばす 16
…ていらっしゃる 52
…てくださる 80
…（ら）れる 113
合　計 502
表8　『おたより』の謙譲語
お…申し上げる 75
お…申す 1
お…する 58
お…いただく 21
お…いたす 14
…ていただく 184
合　計 353
　つまり、接頭辞「お」に見られる男女差は、そのまま文全体の表現に
おいても同様であり、戦前の女子の文章の丁寧さが伺える。上記の表の
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結果からも、女子の尊敬語では「お…あそばす」「…あそばす」「お…
くださる」、謙譲語でも「お…申し上げる」といった高い敬語形式が用
いられている。
　当時の敬語は身分や階級を表すものであった。徳川義親『日常礼法の
心得』（1939）の言葉遣いの項には「日本語は目上に対する場合、同輩
に対する場合、目下に対する場合といふやうに、階級によつて言葉が違
ふ」と述べられ、身分に応じた使い分けが求められていた。
　さらに、昭和17年（1942）の国定教科書『初等科国語巻七』（国民
学校第六学年前期用）の第四課「敬語の使ひ方」の中では、「いつばん
に、女は男よりもいつそうていねいにものをいふのが、わが国語のなら
はしである。（中略）「行く」「来る」を「いらつしやる」といふなども、
女らしいことばである」と書かれている。
　「言葉遣い」の礼法とは、社会的上下関係と性別的役割関係に、国民
を統合する目的から作り出されたものであり、男女の区別も敬語の使い
分けの中に組み込まれていたと言うことができるだろう。
　3．2．3　戦前の美化語
　前述のように、戦前の美化語の使用数においては、男女の違いは特に
認められなかった。出現した異なり語数は『小ざくら』115語、『おた
より』91語となっており、出現頻度の高い語については、後述する戦
後の美化語と同じような語が用いられている。
　『おたより』のみに見られるもの、つまり、戦前の女子特有の美化語
としては以下のような表現が出てきている。
おかぜ、おさほう、お字、おしたく、おじゃま、お刷物、お楽しみ、
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おだめ、お昼食、おもてなし、お役所、お列
（9）又あのきれいなお字が學級日誌に書かれることも永久にない
　　　かと思ふと、淋しい氣がいたします。（前期4年）
（10）　巴合戦の時など、よく弾丸のやうにとんでいらして、「お駄
　　　目。」とお打ちになり、勢よく旗をお振りになりました。（前
　　　期4年）
（ll）學校で頂いた地圖ともう一枚のお刷物をひろげ、手帳と鉛筆を
　　　持つていろいろ見くらべたりして居た。（前期4年）
（12）櫻田門外のお堀端で自動車を下りた私どもは、お列を整へて御
　　　門を通りました。（前期4年）
　なお、『小ざくら』での学年による使用差については、低学年での使
用が多く認められた。1、2年生は90語前後（延べ語数。以下同様）、3
～5年生では60語前後となり、6年生になる18語と急激に使用が減少
している。これは、低学年では敬体が多く、高学年では常体が多く使用
されていることとも関連があると推察される9）。『おたより』に関しては、
作文中の学年が均一でないため、顕著な学年差は見られなかった。
　3．3　戦後の「お」使用
　昭和26年から平成8年の間、美化語は345語（異なり語数）出現し
ている。出現頻度の高かった語を以下にまとめる。
　出現頻度の高い美化語
〈ll回〉　※昭和26年から平成8年まで全ての年に一語以上出現したもの。
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　お覇ち、匡亜］、おかし、おきゃく、お磁鱗げ轟、［i唖ヨ、お纏な嚇、お
　ひる、繋灘i灘、灘灘繁綾、難雛1雛嚢、おみやげ
ぐ10回〉
　おいしゃ（さん・様）、おいのり　［至調・灘灘霧纂癬k嚢妻そう塵鞍、おて
縫勲購翼、おねがい、おもち、［コ巫］
〈9回〉
　轟灘轟篠灘、おてら、i織鷺藏、おはか、おまつり、・i鰺瀧糠i、おやすみ
〈8回〉
　鍵雛覇騒、おけいこ、おしり、おぞうに、　’つかい、舞鞍i轟き、i灘綾瞭、
匡廼］、［i塵三ヨ、おれい、おわかれ、ごあいさつ
〈7回〉
　藤襲麟、繋懸、［巫［亜、おしゃへり、おしろ、おせわ、お
　とそ、おぼうさん、［i剛、匿殖］、魏購、おむかえ、おゆ、灘灘1繊
纏芝
〈6回〉
　おいわい、おこづかい、灘雛灘、おさいせん、欝鎌纏、灘嚢1驚議懲繋響鍵、
　匿亟］、霧繋懸、tt，ee、ごちそう
　四角で囲った語は、「お」が付いた形でしか出現しないもの、すなわ
ち、慣用的な語である。また、網掛けの語は、「お」の付かない形でも
作文中に多く出現しているもので、「これからの敬語」の「（2）省けば
省ける場合」にあたる。
　これに対し、昭和31年を頂点とした美化語使用のピークである30、
40年代を過ぎると、使用されなくなる語も見受けられる。
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［．甲智引年以降使用きれな｛なる美化語］
〈学校でのことば〉
　灘撫難難、灘難嚢、霧薮蟻、灘灘闘、灘戴験、お授灘、難繕鋸、お鼎、
　お帳面、灘遊轟、蕊墨番、おのこり
〈家に関することば〉
　お勝手、お蔵、お玄関、おざしき、お含所、お茶の間、お簸継、おやしき
〈食べ物に関することば〉
　おこな、お塩、おす、おそば、おつゆ、おなす、お㌧ノニ、おまんじゅう、お
　みかん、おみそしる、おむすび
　おしゃじ〔匙〕、おしゃもじ、おちゃわん、おこ時、お毒味
〈その他〉
　お相手、餐遊び、お池、おかざり、おかっぱ、お躍、おさかもり、おさら
　い、おしかり、おせんべいぶとん、おぞうきんかけ、おたすけ、おだちん、
　おたより、灘滋雛、おてんば、繋嬢講、灘霧物、お寝欝、灘鞍・蕪、お年始、
　お彼岸、お人好し、お病気、灘難馨、おまわり、お留讐、ご年賀、ご年始、
　ご塞、謹甥
　ド線を引いた語は、別の言葉に変わってきているもので、語彙自体が
現在では使用されていないものであるt／例えば「帳而→ノート」「お｛
時→おやつ」「おだちん→おこづかい」「おさらい→復習」などが挙げ
られる。
　「昭和41年以降使用されなくなる美化語」に出現する網掛けの語は、
現在「お」の付かない形で出現している語である　いわゆる美化語接頭
辞「お」の多用と言われるのはこれらの語であり、「これからの敬語」
の「（3＞省くほうがよい場合」にあたる、、
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　柴田（1957）の調査では、「お」がつきやすいことばは「家の道具・
食するもの・食事・心の働き・感情・体の働き」であり、「女性の日常
生活であまり使わない語にはつきにくい」とあり、本調査でも同様に
「家に関することば」「食べ物に関することば」が多数表れている。さ
らに、「これからの敬語」で指摘された「学校用語」にあたる、「お給食、
お教室、お授業、お宿題、おかきぞめ」等も少なからず使用されている。
これらは、やはり女子の使用が多く、男子の約2倍の使用が認められた。
　「これからの敬語」における「「お」「ご」の整理」以来、美化語の
「お」に関しては、いろいろな意見が出されているが、NHKでは1960
年代に放送での「お」の乱用を注意して、一語一語について、「お」を
つけてよいかどうかの基準を定めている。
　本調査では、昭和40年前後を境に美化語接頭辞「お」使用の減少が
明らかとなったが、「お」使用に対して、教師や親から何らかの指導が
あったことも十分推察される。新聞や雑誌等メディアでの言論も含め、
学校教育の場においてどのような指導がなされていたか、今後の課題と
したい。
4．おわりに
　本稿では、現代の接頭辞「お」の変遷についての考察を行った。その
結果は、以下の2点にまとめられる。
①戦前は上下関係、身分関係を基盤とした敬語使用が行われたのに対
　し、戦後は固定的な関係ではなく、場面に基づいた敬語使用が行われ
　ている。したがって、「お」に関しても、尊敬語的用法は減少し、美
　化語的用法が増加している。
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②戦後の美化語使用については、昭和30年代にピークを迎える。筆者
　の以前の調査では昭和40年を境に尊敬語・謙譲語の使用が大幅に減
　少することが明らかとなっている（鈴木2000）。現代の敬意表現の変
　遷を考えるにあたり、昭和40年前後を境に大きな変化が見られると
　推察できるのではないだろうか。
注
1）各年103～104頁を調査に用いた。なお、学年毎の使用頁数はほぼ均一である。
2）「これからの敬語」
　　4，「お」「ご」の整理
　　（1）つけてよい場合（略）
　　（2）省けば省ける場合
　　　　女性のことばとしては「お」がつくが、男子のことばとしては省いてい
　　　　えるもの。
　　　　たとえば、
　　　　「お」米「お」菓子「お」茶わん「お」ひる
　　（3）省くほうがよい場合
　　　　たとえば、
　　　　（お）チョッキ　（お）くつした　（お）ビール
　　　　（以下略）
　　9．学校用語
　　　　①幼稚園から小・中・高校に至るまで、一般に女の先生のことばに、
　　　　「お」を使いすぎる傾向があるから、その点、注意すべきであろう。
　　　　たとえば、
　　　　（お）教室　（お）チョーク　（お）つくえ　（お）こしかけ　（お）家事
3）「美化語」の定義については辻村（1967）に従い、「表現素材を美化する言い方。
　普通丁寧体といわれるもの。対者を意識して用いられることも多いが、必ずし
　もそうでない場合もある」とする。
4）本調査に現れた謙譲語の用法は少数のため、今回は除外し、尊敬語と美化語の
　「お」を考察の対象とした。また、「お…になる」「お…あそばす」「お…する」
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　等の形式も考察の対象外とした。
5）『おたより』については3．2．2参照。
6）『おたより』で使用した作文は昭和11年から】3年の作文である。使用頁数は
　昭和1】年の『小ざくら』に従った。
7）『小ざくら』のみに出現したものを以下に示す。なお、語形は出現したままの
　形式で示してある。
　　〈皇室に対する使用〉御位、御心、御在學、御上陸、御親筆、御即位、御誕
　　　生、御同級
　　〈皇室以外〉お心づくし、御考案、御手料理
8）女子学習院の学年は、前期1－4年、中期1－4年となっており、前期は男子の
　初等科1－4年、中期は初等科5－6年、中等科1－2年に対応している。
9）昭和11年の『小ざくら』では、敬体66名、常体76名であった。常体使用者
　76名の内訳は5年28名、6年23名と過半数を占めている。
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　付記
本稿は、第22回語彙・辞書研究会（2002年11月30日　於三省堂文化会館）に
おける口頭発表の内容をもとにまとめたものです。席上また本稿を執筆するにあ
たり、多くの御教示を賜りました。心より感謝申し上げます。
Historical　Changes　in　the　Use　of　the　Polite　prefix‘‘o－／go－”
SUZUKI，　Chieko
The　outcome　of　WWII　affected　not　only　the　Japanese　political　system　and　social
structure　but　the　use　of　the　language，　including　honorifics．　This　paper　investigates
the　polite　prefix　o－／go－used　by　schoolchildren　in　their　compositions　and　discusses
how　the　newly　emerged　language　norm　influenced　the　ways　in　which　members　of
the　community　used　honorific　expressions．
　The　survey　yielded　the　following　observations：
　i）In　prewar　days，　the　use　of　honorifics　was　based　stricdy　upon　fixed　hierarchical
relationships．　The　usage　became　more　context／scene－sensitive　after　the　war，　e．g．，
the　pre丘x　o－／80－was　utilized　more　often　to　soften　or“beautify”the　image　of　the
word　modlfied（bika－80）and　less　freqμently　to　show　respect（sonkei－80）．
　ii）The　frequency　of　use　of　bika－go　peaked　during　the　Showa　30s（1950s－60s）．　In
view　of　another　fact　thht　the　employment　of　sonkei－go　and　humble　words（kenjo－
80）drastically　decreased　after　Showa　40（1965）（see　Suzuki　2000），　it　seems
reasonable　to　supPose　that　significant　changes　took　place　in　the　use　ofhonoriflc
expressions　around　Showa　40．
（人文科学研究科日本語日本文学専攻　博士後期課程3年）
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